
影響 と DNA の放射線損傷. 京 都大学原子炉実験
所共同利用研究報告昭和63年度上・ 下半期， 1989.

12) 保健医学・ 公衆衛生学教室 : 平成元年度社会医

学実習報告書， 第10集， 1989. 
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⑩ 著 書
1) 加須屋 実 : 公衆栄養活動 I公衆栄養学」 田

中平三編. 131-147， 南江堂， 東京， 1989. 

2) 加須屋 実 I公衆衛生各論」 坂本 弘， 和 田
攻編， 医歯薬出版， 東京， 1989. 

3) Kasuya M. ，  Teranishi H. ，  Aoshima K.， Katoh T.， 

Morikawa Y. ，  Nishijo M. and Iwata K. : Renal 

toxicology with special reference to cadmium. In 

Metabolism of minerals and trace elements in 

human disease， by M. Abdulla et al. (Ed.) 1 11-121， 

Smith-Gordon. 1989. 

⑨ 原 著
1) Katoh T. ，  Kasuya M.， Kagamimori S. ，  Kozuka 

H. and Kawano S. : Effects of air pollution on 

tannin biosynthesis and predation damage in 

Cry少tomeria japonica. Phytochem. 28(2) : 439-445， 

1989. 

2) Katoh T.， Kasuya M.， Kagamimori S.， Kozuka 

H. and Kawano S. : Inhibition of the shikimate 

pathway in the leaves of vascular plants exposed to 

air pollution. New Phytol. 112 : 363-367， 1989. 

3) 寺西秀豊， 館田幸子， 加藤輝隆， 加須屋 実，

大浦栄次， 豊田文一 : 富 山 県 の 空 中花粉予備調査

一ス ギ科 ・ ヒ ノ キ 科花粉の 5 観測点 に お け る 比較

. 富農医誌. 20 : 38-41， 1989. 

4) 寺西秀豊， 鍋田幸子， 加須屋 実， 大浦栄次，

橋爪信子 : チ ュ ー リ ップ栽培作業 に と も な う ア レ

ル ギー 症 状 に つ い て . 富 農 医 誌. 20 : 42-44， 
1989. 

5) 鍋 田幸子， 寺西秀豊， 大浦栄次， 加藤輝隆， 加

須屋 実 : 1988年富 山 医科薬科大学屋上の落下花

粉の 観察. 北陸公衛誌. 16 : 6 - 8 ， 1989. 

6) 加須屋 実， 加藤輝隆， 寺西秀豊， 青島恵子 :

イ タ イ イ タ イ 病患者 の血清 Angiotensin convert

ing enzyme 活性 に つ い て . 環境保健 レ ポ ー ト

山 馨， 成瀬優知 : 当 セ ン タ ー受診者 に お け る 牛

乳摂取 に 関 する 研究一牛乳摂取の 実態 と 知識 (第

一報) . 第23回 富 山 県 公衆衛生学会総会， 1989， 

3 ， 富 山.

32) 桑守豊美， 大官洋子， 原 田 澄子， 石黒康子， 住
吉香野， 大門信吾， 立島 真， 渡辺正男 ， 金子基

之， 成瀬優知， 松原 勇 : 地域住民の栄養 ・ 運動 ・

健康 ・ 体力 の 現状. 第23回富 山 県公衆衛生学会総

会， 1989， 3 ， 富 山 .

33) 漬田 仁， 坂東忠司， 石 田 政弘， 斉藤真弘 : ミ

カ ズ キ モと ク ラ ミ ド モナ ス に 対 する γ 線 と X線

の影響. 日 本藻類学会第13回大会， 東京.

⑥ そ の 他
1) 鏡森定信 : 遺伝毒性 と 母性衛生一最近の ト ピ ッ

ク ス ー (特別講演) . 第 1 回富 山 県母性衛生学会，
1989， 2 ， 富 山.

2) 鏡森定信 : 疫学か ら み た富 山 県の が ん対策 に つ

い て . 富 山 県医師会 が ん学術セ ミ ナ ー， 1989， 
2 ， 富 山 .

3 )  鏡森定信 : 脳卒中 ・ 心筋梗塞患者の地域登録か

ら み た保健 ・ 医療 ・ 福祉の諸相 (特別講演) . 全国

病院管理総 合研究会， 1989， 9 ， 富 山.
4) 鏡森定信 : 県 内企業 に お け る 健康調査報告. 平

成元年度第 1 回産業保健特定 科 目 専 門 研究会，
1989， 8 ， 富 山 .

5 )  村田敏 夫， 堀 博義， 荒木鉄平， 成瀬優知， 鏡

森定信 : 共稼 ぎ 夫婦の 就労状況 お よ び家庭生活 に

及ぼ す影響 に 関 する 調査研究. 昭和63年度産業医

学 に 関 する 調査研究助成調査研究集 (財団法人産

業医学振興財団) . 
6) 鏡森定信 : 医療法改正 と 保健活動. 保健婦雑誌，

45(1 )， 5 ， 1989. 

7) 成瀬優知， 鏡森定信 : 大気汚染 と 呼吸器症状特
集 : 環境汚染 と ア レ ル ギー. ア レ ル ギー の 臨床
9 (7 )， 473-476， 1989. 

8) 成瀬優知， 垣内孝子， 黒沢 豊， 鏡森定信 : 労
働環境 に お け る 循環器 モニ タ リ ン グ. 日 本循環器

管理研究協議会雑誌， 24(1 )， 53-54， 1989. 

9) 中川秀昭， 田畑正司， 森河裕子， 北川 由美子，

河野俊一， 成瀬優知， 鏡森定信， 前 田 由美子， 村

本玲子， 中 川 昭忠 : 小矢部保健所管 内 に お け る ク
モ膜下出血. 日 循協総会雑誌， 24(2 )， 1989. 

10) 松原 勇， 大 谷英行， 鏡森定信， 成瀬優知 : 高
齢期の健康 と 福祉 に 関 する 意識 と 行動 の 調 査研

究. Telos， 4， 79-98， 1989. 

11) 漬回 仁， 坂東忠司， 石 田 政弘， 斉藤真弘 : 光
合成藻類 の 有性生殖 に 対 する 熱 中 性子 と γ 線 の

衛

加須屋
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No.56 : 18-19， 1989. 

7) 加須屋 実， 寺西秀豊， 加藤輝隆， 青島恵子 :
イ タ イ イ タ イ 病の 現状-特 に 骨粗懸症 と の血液，

尿 所 見 の 比 較 環 境 保 健 レ ポ ー ト No.56 : 

26-28， 1989. 

8) 加須屋 実， 寺西秀豊， 加藤輝隆， 青島恵子，

森河裕子， 西条 旨子， 岩田孝吉， 金井正光 : 尿中
β'2 -microglo bulin お よ び retinol bindng protein 

排世の 変動 に つ い て. 環境保健 レ ポ ー ト No.56 : 
29-34， 1989. 

9) 岩田孝吉， 加藤輝隆， 青島恵子， 森河裕子， 西

条 旨子， 寺西秀豊， 加須屋 実， 金井正光， 斎藤
寛 : カ ド ミ ウ ム 汚染地域住民 に お け る 尿中低分

子 量 蛋 白 排 油 の 個人 内 変 動. 産 業 医 学 31(6) : 
436-437， 1989. 

10) Iwata K.， Katoh T.， Morikawa Y.， Aoshima K.， 

Nishijo M.，  Teranishi H.  and Kasuya M. : Urinary 

trehalase activity as an indicator of kidney injury 

due to environmental cadmium exposure. Arch. 

Toxicol. 6 2: 435-439. 1988. 

⑨ 総 説
1) 寺西秀豊 : 英国 に お け る 職業性 ア レ ル ギー . 北

陸公衛誌. 16 : 1 - 5 ， 1989. 

⑨ 学会報告
1) 寺西秀豊， 銅田幸子， 加藤輝隆， 加須屋 実，

大浦栄次， 豊 田文一 : 富 山 県 の 空 中花粉予備調査

一ス ギ科 ・ ヒ ノ キ 科花粉の 5 観測点、 に お け る 比較

第 6 回富 山 県農村医学研究お よ び健康管理活

動発表集会， 1989， 2 ， 高 岡.

2) 寺西秀豊， 鍋 田幸子， 加藤輝隆， 加須屋 実，

大浦栄次 : 富 山 県 内 7 地点 に お け る ス ギ科 ・ ヒ ノ

キ 科空 中花粉調査. 花粉症研究会設立総会及 び第

1回学術集会， 1989， 6 ， 富 山.
3) Aoshima K. and Kasuya M.  Vitamin D 

metabolites and their relationship to cadmium

induced renal tubular dysfunction. Second Meet

ing of the International Society for Trace Element 

Research in Humans， 1989， 8， Tokyo. 

4) Katoh T. ，  Kasuya M. and Kozuka H. : Simple 

and precise pretreatment for determination of tran

sition metals in biological fluids using chelate resin. 

Second Meeting of the International Society for 

Trace Element Research in Humans， 1989， 8， 

Tokyo. 

5) Teranishi H.， Katoh T.， Aoshima K. and Kasuya 

M. Relationships between iron metabolism and 

renal dysfunction in people living in cadmium pol-

luted area. Second Meeting of the International 

Society for Trace Element Research in H umans， 

1989， 8， Tokyo. 

6) 加須屋 実 : CMI 健康調査 か ら み た某ノ \ イ テ

ク 企業の健康実態. 第32回 日 本産業衛生学会北陸

甲 信越地方会， 1989， 10， 甲府.
7) 寺西秀豊， 銅田幸子， 加須屋 実， 大浦栄次 :

チ ュ ー リ ップ栽培作業 に と も な う 花粉 ア レ ル ギー

に つ い て . 第38回 日 本農村医学会総会， 1989， 10， 
名 古屋.

8) 鍋田幸子， 寺西秀豊， 加須屋 実， 大浦栄次，

豊田 務 : 富 山 県 の 空 中花粉調査一ス ギ科 ・ ヒ ノ
キ 科花粉の 7 観測点 に お け る 比較 第38回 日 本

農村医学会総会， 1989， 10， 名古屋.

9) 寺西秀豊， 鯨田幸子， 大浦栄次 : 富 山市 の ス ギ
科 ・ ヒ ノ キ 科花粉飛散状況- 7 年間 の観察 日

本花粉学会第30回大会， 1989， 11， 京 都.
10) 青島恵子， 岩田孝吉， 加須屋 実 : 富 山 県神通

川 流域 カ ド ミ ウ ム 汚染地男性住民 の 骨代謝異常.

環境科学会1989年会， 1989， 11， 東京.

11) 鍋 田 幸子， 寺西秀豊， 加藤輝隆， 青島恵子， 加
須屋 実 : 富 山 市 に お け る 空 中花粉調査一前年の

気象 と ス ギ科花粉数 と の 関連 第17回北陸公衆

衛生学会， 1989， 11， 富 山.

⑨ そ の 他
1 )  加藤輝隆， 河野昭一 : ス ギの年輪解析 に よ る 過

去の 大気汚染状況の推定. 第 2 回 「樹木年輪」 研

究会一樹木年輪情報の利用 に 関 する 研究一専門研

究会報告書， 野田真人編， 25-30， 京 都大学原子炉

実験所， 1989. 

2)  寺西秀豊 : イ ギリ ス の 国民保健サ ー ビ ス の 危機

と 医師像. 医療・ 福祉研究 No. 2 : 50-52， 1989. 
3) 加須屋 実 : 健康 な ま ま で. 月 刊 健康 10月

号 : 40-42， 1989. 

4) 加須屋 実 : 職場 に お け る プ ラ イ マ リ ・ ケ ア .

と や ま 県医報 No.1009 : 22-29， 1989. 
5) 寺西秀豊 : 職業性肺疾患 に つ い て . と や ま 県医

報 No.lOll : 18-23， 1989. 

6) 加須屋 実 : 長寿社会の克服 と 成人病の 一次予
防. 富 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ No.1147， 1989. 

7) 青島恵子 : カ ド ミ ウ ム に よ る 環境汚染 と イ タ イ
イ タ イ 病. 水情報 9 (1 2) : 3 - 5 ， 1989. 

8) 保健医学 ・ 公衆衛生学教室編 : 平成元年度社会
医学実習報告書 第10集， 1989. 

9) 加藤輝隆 : 世界の森林 被害 を見 て ・ 日 本の森林
被害 を 見 て . 酸性雨研究会講演会， 1989， 3 ， 東

京.
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⑨ 症例報告
1) Takizawa H.， N akamura I. ， Hashimoto M.， 

Maekawa N.  and Yamamura， M. ; Toolmarks and 

peculiar blunt force injuries related to an adjustable 

wrench. ] .  Forensic Sciences 34 : 258-262， 1989. 

⑥ 学会報告
1) 藤倉 隆， 小湊慶彦， 畑 伸秀， 滝津久 夫: 脳

損傷時の 血管破綻 に つ い て . 第73次 日 本法医学会

総会， 1989， 5 ， 岡 山 .

2 )  小湊慶彦， 藤倉 隆， 畑 伸秀， 滝津久 夫: ヒ
ト 血液型転換酵素 に対 する モノ ク ロ ーナ ル抗体作

製の試み. 第73次 日 本法医学会総会， 1989， 5 ，  

岡 山 .

3 )  小湊慶彦， 藤倉 隆， 滝津久 夫， 安江静香， 末

永孝生， 松田 保 : 血液型転換酵素 に対 する ヒ ト
の抗体産生細胞. 第37回 日 本輸血学会総会， 1989， 
L 神戸.

4) Kumada K.， Furuhata K.， Kominato Y.  and 

Koike K. ; A theoretical base of the upper limit of 

plate counting method. Fifth International Sym. 

posium on Microbial Ecology， 1989， 8， Kyoto. 

10) Kasuya M. Neurotoxicity testing methodol-

ogies collaborative study on use of cell culture tests 

to screen chemicals for neurotoxic effects. W orld 

Health Organization， 1989， 5， Geneva. 

11 )  加須屋 実 : プラ イ マ リ ・ ケ ア 医の専門性 と 産

業医. 第12回 日 本 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 学会 ワ ー ク シ
ョ ップ， 1989， 6 ， 名古崖.

12) 青島恵子， 岩田孝吉， 加須屋 実 : カ ド ミ ウ ム

環境汚染地住民 に お け る 尿細 管 障 害 と 骨代謝異

常. 文部省 「人間環境系」 重点領域研究 N 1 í人
為起源物質」 基礎班昭和62年度研究成果報告書，
86-87， 1988. 

13) Aoshima K. and Kasuya M. : Sexual differences 

in renal tubular dysfunction in the inhabitants of a 

cadmium-polluted area. Researches Related to the 

UNESCO's Man and the Biosphere Programme in 

]apan 1987-1988， 105-108， 1988. 

14) 加須屋 実 : カ ド ミ ウ ム に よ る 骨病変の 発生

に 対 する 労働負荷 と 妊娠な ど そ の他の 要因変動の

影響. 昭和62年度文部省科学研究費補助金一般研
究 ( B ) 研究成果報告書， 1988. 
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⑨ 著 書
1) 矢野三郎 : 慢性関節 リ ウ マ チ ・ 腰原病の薬物療

法， ス テ ロ イ ド 剤 í リ ウ マ チ学」 塩川優一責任

監修， 1255-1262， 同文書院， 東京， 1989. 
2) 中尾暁英， 矢野三郎 : ホ ル モン と 受容体， 内科

生化学入門 (代謝・ 内分泌疾患) . 園府達郎編， 1 

-23， 医歯薬出版KK 東京， 1989. 

3) 加藤弘巳 ， 矢野三郎 : 糖尿病患者 に 対 する 有用
性 í薬用人参'89ーそ の 基礎 ・ 臨床研究の 進歩」

山 村 雄 一， 熊 谷 朗 監 修， 大 浦 彦 吉 ほ か 編，
96-107， 共立出版社， 東京， 1989. 
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⑨ 著 書
1) 原 田 勝 二， 小 湊 慶 彦 : ヒ ス タ ミ ン に 基 づ く

Flushing の 新 し い機序 í ア ル コ ー ル代謝 と 肝」

Vol. 8 29-31， 東洋書庖， 1989. 

⑨ 原 著
1) Kominato Y.，  Kumada K.， Yamazaki K. and 

Misawa S. ， Estimation of postmortem interval 

using kinetic analysis of the third component of 

complement (C3) cleavage. ] .  Forensic Sciences 

34 : 207-217， 1989. 

2) Takizawa H.， Nakamura I.， Hirasawa Y.， Fuji-

kura T.， Ikawa K. and Yamamoto T.  ; Dispermic 

chimera associated with dysgerminoma. Expl. 

Clin. Immunogenet. 6 :  133-142， 1989. 

3) Nakamura I . ，  Takizawa H .  and N ishino K. ; A3 

phenotype with A 1 gene-specified enzyme character 

in serum. Expl. Clin. Immunogenet. 6 : 143 

-149， 1989. 




